
※未就学児の入場はご遠慮下さい。 ※都合により内容に変更が生じる場合がございます。

ドヴォルザーク
スラヴ舞曲 第10番 ホ短調 作品72-2
ドヴォルザーク
ヴァイオリン協奏曲 イ短調 作品53
メンデルスゾーン
交響曲 第４番 イ長調 作品90 「イタリア」

福井公演

※車椅子席、会員割引、先行販売はハーモニーホールふくいチケットセンターのみの取扱い

4,500円全席指定・車椅子席（消費税込）： ハーモニーホールふくい 特別協賛会員・友の会会員 500円割引

プレイガイド

ハーモニーホールふくいチケットセンター
TEL.0776-38-8282
（窓口9:00-19:00 電話10:00-17:00 休館日を除く）

9.89.89.8（日）（日）（日）

2024.2024.2024.

13：00開演
（１2：15開場）
13：00開演
（１2：15開場）
13：00開演
（１2：15開場）ハーモニーホールふくい 大ホールハーモニーホールふくい 大ホールハーモニーホールふくい 大ホール

主催：公益財団法人石川県音楽文化振興事業団
共催：公益財団法人福井県文化振興事業団　協力：FBC
後援：福井県、福井県教育委員会、福井新聞社

石川県立音楽堂チケットボックス TEL.076-232-8632
（窓口9:00-19:00 電話10:00-18:00 休館日7/16、8/13）

文化庁文化芸術振興費補助金
（劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業）
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Orchestra Ensemble Kanazawa
in Fukui

Sunday 8 September 2024, 1pm
HARMONY HALL Fukui

Ryusuke Numajiri, Conductor
Yuna Shinohara, Violin

Antonín Dvořák: Slavonic Dance No. 10 in E minor, Op. 72-2
Antonín Dvořák: Violin Concerto in A minor, Op. 53

Felix Mendelssohn: Symphony No. 4 in A major, Op. 90 “Italian”
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沼尻竜典指揮

ヴァイオリン：篠原悠那

チケット発売日（電話・窓口・WEB）［会員先行］特別協賛：6/18（火）  友の会：6/19（水） ［一般］6/22（土）



　福井県出身。2023年岩城宏之音楽賞受賞。第80回日本音楽コンクール第2位、
第7回レオポルド・モーツァルト国際コンクール（ドイツ）審査員特別賞ほか受賞。
カルテット・アマービレの第１ヴァイオリン奏者としても、第65回ARDミュンヘン
国際音楽コンクール第3位、ヤングコンサートアーティスト国際オーディション
（ニューヨーク）第1位などを受賞。海外の著名アーティストとも共演を重ねるほか、
国内の様々な音楽祭に出演。24年より日本センチュリー響の客員コンサートマスター
を務める。越のルビーアーティスト。EPIC SONYよりCD「Estreno」をリリース。
使用楽器は1832年製G.F.プレッセンダ ex“カール・フレッシュ” （宗次コレクション）。

ヴァイオリン：篠原悠那 Yuna Shinohara, Violin
　神奈川フィル音楽監督、トウキョウ・ミタカ・フィル音楽監督、びわ湖ホール桂冠芸術
監督。1990年ブザンソン国際指揮者コンクールで優勝。以来、ベルリン、ロンドン、
パリ、モントリオール、シドニー等世界各国のオーケストラに客演を重ね、日本国内
でも数々のポストを歴任。ドイツではリューベック歌劇場音楽総監督を務め、オペラ
公演、リューベック・フィルとのコンサートの双方において数々の名演を残した。
ケルン、ミュンヘン、ベルリン、バーゼル、シドニー等の歌劇場へも客演、16年間に
わたって芸術監督を務めたびわ湖ホールでは、ミヒャエル・ハンペの新演出による
《ニーベルングの指環》を含め、ワーグナー作曲の主要10作品をすべて指揮した。
17年紫綬褒章受章。

指揮：沼尻竜典 Ryusuke Numajiri, Conductor
©MIHO KAKUTA

オーケストラ・アンサンブル金沢 Orchestra Ensemble Kanazawa
　1988年、岩城宏之を創設音楽監督とし、多くの外国人を含む40名からなる日本最初のプロの室内オー
ケストラとして石川県と金沢市が設立。石川県立音楽堂を本拠に、全国各地にて約100公演を行う。シュレ
スヴィヒ＝ホルシュタイン音楽祭、ラ・ロック・ダンテロン国際ピアノフェスティヴァルからの招聘を含む20
度の海外公演を実施。設立時より現代作曲家の作品紹介に力を注ぎ、ジュニアの指導、邦楽との共同制作
など育成・普及活動にも積極的に取り組む。これまでに90枚を超えるＣＤを発売。2022年9月より広上淳
一がアーティスティック・リーダーを務める。
公式ホームページ　https://www.oek.jp


